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2000 Andrew Chi-Chih Yao
計算理論分野で特に擬似乱数の生成理論に基づく計
算の複雑さ、暗号、通信複雑度に関する研究


























































Interest Group on Algorithms 
and Computing Theory of ACM）
と欧州の学会である EATCS































































































































































































































回 年 氏名 分野 対象業績
19 2003 ブノワ・Ｂ・マンデルブロー 複雑さの科学技術 複雑系における普遍的概念の創出―カオスとフラクタル
18 2002 ティモシイ・J・バーナーズリー 計算科学・技術分野
ワールドワイドウェブの発明・実現・発展とそれによ
る文化への貢献











1 1985 ジョン・R・ピアース 〈情報通信〉分野 電子通信工学に対しての貢献
18
科学技術動向　2004 年４月号 計算機科学の研究動向と日本の課題　̶国際級学術賞から̶












































































































































































































12）  ACM Turing Award Lectures：
  The First Twenty Years：1966 
to 1985, Ashenhurst, R.（Edt），
ACM Press , 1987/07
4．むすび
